
1. はじめに
　2020年1月1日、日米貿易協定が発効した。日米両国の経
済は世界のGDPの約3割を占めており、この日米貿易協定
の発効により、既に発効しているTPP11及び日EU・EPA
と併せて、世界経済の約6割をカバーする経済圏が誕生し
たことになる。一昨年末のTPP11発効、昨年2月の日EU・
EPAの発効を背景として、昨年4月以降、5ヶ月にわたる交
渉が行われ、短期に決着がみられた。
　経緯としては、2018年9月に公表された日米共同声明に
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おいて、日米両国が物品貿易に関する交渉を開始する考え
を示した上で、日本側の農林水産品については、「過去の
経済連携協定で約束した市場アクセスの譲許内容が最大限
であること。」との考え方が示された。この考え方に沿っ
て交渉が行われ、昨年9月の日米首脳会談で最終合意を確
認、10月7日（米国時間）にワシントンDCで署名、12月4
日に国会の承認を経て、本年1月1日に発効に至った。
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